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子どもむけ昆虫しらべシステムを 
用いた交流学習の実践に関する研究 

 
岩見早由利 

園田学園女子大学 

 

＜要旨＞ 
先行研究（笹尾 2002）によって，子ども用昆虫しらべシステムの開発がおこなわれた。博物館と学

校現場，大学というそれぞれの専門分野で協力・連携した体制で開発が進められており，教育場面で

の活用に向けて，本研究を進めた。 

昆虫しらべシステムや掲示板，テレビ会議などをうまく活用し，教育法や各専門分野の先生方の教

材のアイデアを活用し，交流学習を行なった。今回，春日町船城小学校４年生と山南町上久下小学校

５年生の２校と人と自然の博物館のはかせの3か所からテレビ会議での交流学習を行なうことになっ

た。 

その実践した学習内容を元に，子どもたちの活動・先生の活動・情報教育のねらいに分け，さらに

カテゴリー別・レベル別に分類し，これらを行なうためには，どのような情報教育に関する力が事前

に必要かの分析し，同じような授業を展開しようと思っている人に「どのような授業を実践すれば，

どのような状態の子どもにどんな体験が出来るのか」がわかる。総合的な学習の時間における情報教

育のカリキュラムとして活用できる教材になるように分析を行なった。 

氷上郡の小学校で理科の授業として実用できることが証明された。 

実践した学習内容を元に，子どもたちの活動・それを支えてくれた先生の活動を抜き出し，子ども

たちの活動を元に，情報教育の目標リストから対応付けすることが出来た。さらにテレビ会議での交

流を行なった上久下小と船城小の２校それぞれを，区分別・レベル別に表し，それには，事前に情報

教育に関する力を分析することができた。 

今回の実践では，異学年での交流だったので２校それぞれで各校らしい授業展開を行なえたと思う。

今回作成したカリキュラムを活用し実践が行なわれた時に，それぞれの学校の特長を捕らえ，子ども

たちの力を大いに伸ばすことの出来る授業が行なわれるようにできるといいと思う。 
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１.背景 

 

１.１ 交流学習とは 

一言に『交流学習』といっても，その目

的・手段・方法によって多種多様な実践が

なされている。意味は，交流→異なる組織

・系統に属するものの間に，人の行き来や

交渉が行われること。（新明解国語辞典 第

二版 1974年）交流→ちがった系統のもの

が互いに入りまじること。また，入りまじ

らせること。（広辞苑 1973年）とある。こ

れらの『異なる組織・系統』『ちがった系統

』が何を意味するかで，その捉え方が異な

ってくる。地域の人々との交流，海外の学

校との交流，同じ校種間の交流，異なる校

種間の交流，等々様々である。また近年は，

インターネットの普及により，メールのや

りとり，交流校とのテレビ会議，インター

ネットホームページでの公開等が容易にで

きるようになり，距離を超えた交流の実現

が可能となっている。 

小学校の新学習指導要領には「開かれた

学校づくりを進めるため，地域や学校の実

態等に応じ，家庭や地域の人々の協力を得

るなど家庭や地域社会との連携を深めるこ

と。また，小学校間や幼稚園，中学校，盲

学校，聾学校及び養護学校などとの間の連

携や交流を図るとともに，障害のある幼児

児童生徒や高齢者などとの交流の機会を設

けること」（第１章総則・第５指導計画の作

成等に当たって配慮すべき事項(11)）と明

記されている。 

交流教育とは，総合的な学習の時間や，

その他の教科学習において，自分たちの学

級，学校だけで調べたり，発表したりする

だけでなく，他の学校の子どもたちと交流

し合いながら共に学び合うような学習であ

る。つまり，自分たちの学習を交流校に知

らせることにより，交流校のよいところを

模倣したり，意見を述べたりすることによ

り，新たな課題を発見し，自ら学ぶ意欲を

持つことができるということである。 

 この交流教育を有意義なものにするため

に必要なことは，情報交換手段の効果的な

活用方法を考えることである。インターネ

ットの普及により簡単に情報を得たり，メ

ールをやり取りしたりできるようになり，

交流校とテレビ会議をしたり，インターネ

ットホームページでの公開が可能になった。

これらの活用は，交流教育をより有意義な

ものになる。さらに，変化の激しいこれか

らの社会を生き抜く現代の子どもたちにと

ってコンピューターに慣れ親しむことは必

要であるので，この交流教育の場は重要な

経験になるはずである。 

 

１.２ 情報教育のねらい 

平成１４年からの新しい学習指導要領では，

小中高に一貫してカリキュラムが用意された。

情報活用の能力を「情報活用の実践力」「情報

の科学的な理解」「情報社会に参画する態度（

含む情報モラル）」の３つの内容に分かれてい

る。このうち，「情報の科学的な理解」「情報

社会に参画する態度」は，中学校・技術家庭

科の「情報とコンピュータ」や，高校に新設

される必修教科「情報」など専門の教科で主

に育成されることになる。しかし，通常の授

業で主に意識すべきものは，情報活用の実践

力や情報モラルの育成である。 情報活用の実

践力は，児童生徒が，自分にとってどのよう

な情報が必要かを自分で判断し，主体的に収

集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状

況などを踏まえながら発信・伝達できる能力

のことである。また，子どもたち自身が自ら

の課題や目的に応じて情報手段（コンピュー

タやインターネットなど）を適切に活用する

ことができるようになることも期待される。

「総合的な学習の時間」では，さまざま学習
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活動を通して，これらを育成することが期待

される。 

 

１.３ 情報教育目標リスト 

 目標リストとは，学習活動をとおして，ど

のような能力を学年ごとに身につけさせてい

けばよいのか，このためには，情報教育の３

つのねらいを，より具体的な形で示す必要が

ある。このような観点から，情報教育の目標

を，さらに詳しく整理すると７つのカテゴリ

ーに分けることができる。  

実践力や態度の育成は，主として総合的な

学習の時間などで，クロスカリキュラムとし

て展開されるので，学習指導要領には，学年

ごとの学習内容や時間数などが明示されるわ

けではない。したがって，実践のためには，

その目標の構造，学習課題との関連，評価の

方法などをあらかじめ検討し，計画的に授業

が展開できるように考えておかなければなら

ない。また，情報に対する態度や情報モラル

に関する内容などは，早期の教育が求められ

ており，日常モラルとの関連で身につくよう

に指導していかなければなならない。さらに，

学習の成果を明らかにするためには，評価の

視点も明確にし，目標を他の教科や発達の段

階に配慮しながら，学年レベルにおろして検

討し，具体的なリストとして整理しておく必

要がある。 

目標リストにおいて，LEVEL２とあるのは，

主として小学校中学年（3年・4年生レベル），

LEVEL３，LEVEL4は，それぞれ小学校高学年，

中学校以上を目安としており，１年間あるい

は，２年間の児童・生徒の学習活動を観察し

て，総括的に評価する目標をしめす。また，

それぞれのLEVELの下に示されている番号の

ついている項目（a1-010, a2-020のようなコ

ード番号）は，そのLEVELの目標を具体的化す

るための下位目標であり，具体的な学習活動

や達成度を評価するための評価視点でもある。 

 

図１ 情報教育の評価の例 

 

１.４ 総合的な学習の時間 

総合的な学習の時間とは，「各学校が創意工

夫して，各学校ごとに教える内容を決めて行

う授業」（以下総合的な学習）と指導指導要領

にて定義されている。総合的な学習のねらい

としては・自ら課題を見つけ，自ら学び，自

ら考える力の育成・情報を集め，調べ，まと

める力を身につけることとなっている。つま

り，児童・生徒の自主性や主体性，学び方を

育成することがねらいである。 

次に，総合的な学習の時間の活動や学習内

容の柱は・地域，学校，子どもたちの実態に

応じて，各学校が創意工夫を生かして特色の

ある活動・国際理解，情報，環境，福祉・健

康など，従来の教科をまたがるような課題に

関する学習となっている。また，こうした学

習や活動を通して，子どもたちが各教科教育

で学習した知識を結びつけ，総合的に働かせ

ることができるようになることを目指す。 

 

 

２. 研究目的 

 昆虫しらべシステムや掲示板，テレビ会議

などをうまく活用し，教育法や各専門分野の

先生方の教材のアイデアを活用し，交流学習

を行なう。その実践した学習内容を元に，子

どもたちの活動・先生の活動・情報教育のね

らいに分け，さらにカテゴリー別・レベル別

に分類し，これらを行なうためには，どのよ
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うな情報教育に関する力が事前に必要かの分

析し，同じような授業を展開しようと思って

いる人に「どのような授業を実践すれば，ど

のような状態の子どもにどんな体験が出来る

のか」がわかる。総合的な学習の時間におけ

る情報教育のカリキュラムとして活用できる

教材に分析することを目的とする。 

 

 

３. 昆虫しらべシステムの概要 

先行研究（笹尾2002）によって，子ども用

昆虫しらべシステムの開発がおこなわれた。

この研究の主体は，インターフェイスであっ

たが，博物館と学校現場，大学というそれぞ

れの専門分野で協力・連携した体制で開発が

進められており，教育場面での活用に向けて，

氷上郡内の昆虫関連を取り扱っている・その

昆虫を話題にして掲示板で他の人と交流でき

る・博物館の先生より大きさを子どもたちに

わかりやすい手の平，指，つめの３段階に分

割した。などのアイディアが具現化されたも

のである。 

システム開発の段階では大学内でシステム

を運用していた。本格稼働にむけて，６月２

４日に，人と自然の博物館へシステムを移行

した。下記のＵＲＬからシステムを使用する

ことが出来る。 

こんちゅうしらべ 

（http://hitohaku.jp/cgi-bin/i/） 

 

 

４. 実践 

 

４.１ 交流学習参加の小学校 

兵庫県氷上郡では情報の活性化に向けて大

きく取り組んでいる。基本方針としては，情

報教育を教育課程に位置づけ，児童・生徒に

情報活用能力を育成する。（情報教育の実践）

ということをめざしている。 

今回，夏休みの自由研究をしてきた学校の

中で，学校の都合や，環境設備などの問題で

交流学習に参加出来ない学校もあったが，春

日町船城小学校４年生と山南町上久下小学校

５年生の２校でテレビ会議での交流学習を行

うことになった。 

 

 

４.２ 交流学習活動の流れ 

７月中旬に子どもたちに夏休みに昆虫を見

つけようという宿題をしてもらうために昆虫

調べシステムの使い方を教える。先生は子ど

もたちにシステムについて説明し，保護者に

も協力してもらうためにプリントを配布。 

８月中，子どもたちは昆虫を探す。見つけ

た昆虫について，昆虫調べシステムを使って

名前や特徴などを調べる。調べたことを掲示

板で発表する。分からないことや疑問に思っ

たことなども質問する。先生は博士や助手と

して掲示板で子どもたちの手助けをする。子

どもたちの意見や分からなかったことを教え

る。 

８月３１日に氷上群教育委員会で行なわれ

た 1 日研修会に参加。９月に行なわれる交流

学習について打ち合わせが行なわれた。どの

ようにすれば，より円滑に交流学習が出来る

か，進め方，ねらいや，日時等を打ち合わせ

た。 

図２ 交流体制 
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９月２日に掲示板での交流を行なった。船

城小の子どもたちは質問を３つ決め，掲示板

にて，上久下小の子どもたちに解答してもら

えるようにお願いする。船城小の先生は，夏

休みに，昆虫探索をして疑問に思ったことま

とめさせ，上久下小の子どもたちに調べても

らう質問を３つ作らせる。 

テレビ会議が行なわれる１０日までに船城

小の子どもたちは調べ学習を行なう。３つの

グループに分かれ，質問について，いろんな

メディアを用いて調べ，発表できるようにま

とめる。上久下小の先生は交流学習に発表で

きるような資料を作れるように指導する。 

９月１０日に，テレビ会議での交流学習を

行なった。各校の挨拶をし，船城小は掲示板

に載せた質問をもう一度上久下小に発表した。

船城小の子どもたちは，上久下小の発表を聞

く。博士の話を聞き，昆虫について興味を持

てるようにする。両校の先生方は，スムーズ

に交流学習が出来るように指導する。船城小

の先生は上久下小の発表したことを，黒板に

まとめるなどを行なった。 

 

４.３. 交流学習 

夏休み前に，昆虫検索システムの使い方を

子どもたちに説明。保護者にも分かるように

プリントを作成。(図３) 

「夏休みは虫を見つけてみよう」という課

題をつくり，子どもたちに昆虫と触れ合う機

会を作ろうと実施された。その見つけた昆虫

を昆虫しらべシステムを使い，自分の見つけ

た昆虫はどんな名前か，どんな特徴があるか

を調べることが出来る。調べた昆虫を掲示板

で発表，質問などを行う。 

 

 

 

図３ システムの解説プリント 

 

４.３.１ 交流学習の進行方法 

今回の交流学習は氷上郡の小学校２校，上

久下小学校４年生と，舩城小学校５年生と人

と自然の博物館の大谷先生（博士）の３つの

場所から交流を行なう(図１)。 

初めに，各校の紹介を行う。夏休みに採取

してきた昆虫の紹介をする。 

学年が違うためレベルの違う交流を行う。

船城小が昆虫の生態について質問し，上久下

小がそれに答える形式をとる。 

質問内容は，システムを使って分かるもの,

昆虫の種類や大きさなど，単純解答できるも

のではなく，生態や特徴などをシステム以外

の物を使って調べ,解答する。上久下小の児童

が表現方法に工夫に幅が出来るような内容に

する。交流学習の必要性を理由づける為，事

前に掲示板で質問し，交流学習の際に質問に

答える形式をとる。質問数は 3 つ程度。船城

小は３つのグループに分かれ，それぞれの質

問を調べ発表する。最後にはかせ（大谷先生）

からの質疑・応答した。 

 

４.３.２ 掲示板での交流 

昆虫しらべシステムには電子掲示板のシス

テムがついている。昆虫しらべシステムを使

って調べたことを，自分の意見として書き込

むことが出来る。多人数対多人数の交流が出

来ることから，たくさんの意見を得ることが
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出来，いつでも意見を書き込める。この掲示

板にははかせがいて，子どもたちだけでは分

からない事があってもはかせがアドバイスを

してくれる。はかせは人と自然の博物館の大

谷先生と氷上郡の先生方である。 

２学期に入ってすぐ夏休みの宿題をやった

上で，分からなかったこと，疑問に思ったこ

とを挙げる。その中から３つ選び，上久下小

学校のみんなに質問するために，掲示板に書

き込みをした。 

 

質問１ 

だいめい： 質問１ 

おなまえ： 船城小４年Ａ．Ｍ，Ａ．Ｔ 

トンボをつかまえようとしたら，はらの先から

丸くて黄色いものをだしました。それはたぶん

たまごだと思うのですが，たまごをぼろぼろ落

とすのはおかしいと思います。トンボは水辺で

卵をうむことはは知っています。でもいったい

水辺のどこにうむのですか。また，そのうむと

きの様子はどんなのですか。 

だいめい： 調べてます 

おなまえ： 上久下小学校 Ｙ＆Ｋ 

今，調べています。  

期待して待っててね。 

 

質問２ 

だいめい： 質問２ 

おなまえ： 船城小４年Ｕ．Ｋ  

ぼくは３年生の時，国語の時間に昆虫の保護色

について勉強しました。しかし，テントウムシ

やチョウなどはすごく変な色で，すぐ敵から見

つかって，やられてしまうと思いますが・・・ 

おしえてください。 

だいめい： 今，調べています 

おなまえ： 上久下小学校 Ｈ＆Ａ 

ふしぎな虫をしょうかいするので楽しみにし

ていてね。 

 

質問３ 

だいめい： 質問３ 

おなまえ： 船城小４年生Ｋ．Ｓ 

みなさんおんぶバッタを知っていますか？ぼ

くが見つけたおんぶバッタは，だいたい背中に

バッタをおんぶしています。  

ここで質問です。  

おんぶバッタは，どうしてわざわざおんぶして

いるのですか？もし，敵がきたら，おんぶして

いるぶん重たいから，すぐに食べられてしまう

んじゃないですか？  

教えてください。 

だいめい： 楽しみにしています 

おなまえ： 上久下小学校 

バッタやその他の虫のこともしょうかいする

ので楽しみにしていてね。 

 

４.４ 小学校での実践 

実践日：2003 年 9 月 10 日(水)  

2 時間目（9:35～10:20） 

交流対象校：船城小学校 4 年生（１１人），上

久下小学校 5 年生（１７人），人と自然の博物

館（はかせ） 

ねらい：昆虫採集及び自然体験への興味関心

の高揚。今回はシステムに関して最初の取り

組みでもあり，学級では興味のない子どもた

ちもいるので，次回あるいは来年度の子ども

の活動への意欲付けをねらう。 
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図４ テレビ会議の交流体制 

 

内容：まず初めに，各校の挨拶を行なった。 

次に，船城小の子どもたちが，掲示板で質

問したことをもう一度発表した。この時，分

かりやすいように用意していた絵を見せなが

ら発表を行なった。 

質問に答える上久下小の子どもたちは，３

つの質問に対し，３つのグループに分かれて

調べ学習を行なっていたため，グループで発

表を行なった。発表の際に，事前に用意して

おいたトンボやトンボの卵の模型を使って，

テレビ会議だから出来る動きを取り入れた説

明を行なったり，セリフを交えながら説明し

たりと，相手に分かりやすいように工夫して

いた。船城小の子どもたちはとても真剣に聞

いていた。船城小だけでなく，上久下小の子

どもたちも，友達の発表を一生懸命聞くこと

が出来ていた。調べても分からなかったこと

は，はっきりと分かりませんでしたと発言し，

博士に教えてくださいとお願いし，博士が質

問に答えた。 

博士からのお話では，上久下小が調べ，発

表したことをもう一度，解説し，上久下小の

子どもたちの発表では足りないことを補足し

た。博士からクイズのように問いかけをし，

子どもたちの発言を与えた。この時，船城小

の子どもたちのほうが活発に発言していた。

上久下小は発言したいけど，恥ずかしいとい

う感情が働いたためか，少し控えめでした。

カブトムシのレプリカを使って問いかけして

いたため，子どもたちはとても興味を示して

いた。 

最後に船城小から上久下小の発表を聞いた

感想や，交流学習をした感想を述べた。船城

小の子どもたちは，活気よく手を挙げ，自分

の意見を発表した。先生は時間のある限り，

子どもたちに発言をさせた。テレビ会議の交

流学習を終了した。 

図５ 交流学習の様子 

 

テレビ会議は，子どもたちに経験がある為

か，とても流れがよく，スムーズに進行でき

たと感じる。時間が少なく，準備をする時間

があまりなかったがとてもよく昆虫について

調べられたと思う。 

船城小は自分たちの思ったことなど積極的

に発言していた。それに対し，上久下小の方

子どもたちは，はずかしいのか，いざカメラ

の前でしゃべるとなると少しいやがった。先

生もそれを感じ，進んで意見を言えるように

普段から取り組む必要性を感じていた。でも

どちらの小学校も積極的に取り組むことが出

来，昆虫に興味を持てることが出来たので，

今後昆虫しらべシステムをたくさん活用して

くれるだろうと大きく期待を持つことが出来

る。 

上久下小では，交流終了後，ふだんの姿が
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でた為，話す人のに失礼にならないように聞

くことを後で子どもたちに指導した。 

掲示板でも，これをきっかけに子どもたち

同士で意見のやり取りを出来るようになった。

もっとシステムを使った交流出来るといいと

感じた。 

 異学年の交流学習でとてもおもしろい交流

学習が出来たと思う。 

 

 

５. 情報教育としてのカリキュラム分析 

 

５.１ 先生方の教科のねらい 

 今回交流学習を行なう，上久下小学校と船

城小学校の先生方は，理科の授業として交流

学習を行なった。 

理科としてのねらいは，身近な昆虫を探し

て，成長の過程や体のつくりを昆虫検索シス

テムを使って調べ，それらの成長のきまりや

体のつくりについて考えをもつようにする。

見出した問題を興味関心を持って追及する活

動を通して，生物を愛護する態度を育てる見

出した問題を計画的に追及する活動を通して，

生命を尊重する態度を育てるとともに，生命

の連続性についての見方や考え方を養う。と

いった事を挙げることが出来る。 

 

５.２ 情報教育のねらい 

  上久下小は，相手に伝えたいことを，情

報を整理して文章にまとめ，絵図や資料にま

とめる。集めた昆虫の情報を元に新しい情報

を作り出すことが出来きる。伝えたいことに

応じて表現の仕方を工夫する。他の人に分か

りやすい表現方法を知る。集めた情報につい

て話し合い，新しい関係を見つける。自分の

考えをはっきりさせて，正確に伝える。事実

に基づいた情報を発信する。などのねらいを

定めることが出来る。 

 船城小は，相手の意見を理解して質疑応答

が出来る。集めた情報について話し合い，新

しい関係を見つける。というねらいを挙げる

ことが出来る。 

 両校とも共通してとらえることが出来るね

らいは，他の人に分かりやすい表現方法を知

る。昆虫の話題について，テレビ会議や電子

掲示板を利用して意見の交換を行なう。情報

の大切さに気づく。他の人の発信した情報の

いいところを見つける。ということが挙げら

れる。 

 

５.３ カリキュラムの流れ 

今回の実践を，子どもたちの活動と，それ

を支える先生の活動や支援を時間の経過がわ

かるように整理した(表１)。次に子どもたち

の活動に対応するものを前述の「情報教育目

標リスト」から取り出し表に追加した。この

表で整理できたように，本実践では情報教育

の視点においても様々な活動が行なわれてい

ることがわかる。

 

表１ カリキュラムの流れ 

流れ 活動 子どもたちの活動 先生の活動 情報教育のねらい  

７月中旬 昆虫検索シ

ステムの説明

システムの使い方を知

る 

システムの使い方を教える ・システムの使い方を理解す

る 

・掲示板を使えるようになる 
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昆虫を見つけよう。 

昆虫を探し，システム

や図鑑，インターネット

などを使って昆虫の名

前や生態について調

べる。 

掲示板にて，博士，助手とし

て質問などを答える。 

学校のパソコン教室を開放

する。 

d2-030．ネットワーク上に発

信された情報を集める 

g1-010．身の回りのメディア

を情報収集に使う 

標本を作ったり，飼育

をする。 

どのようにしたらいいかをア

ドバイスする。 

c2-030．自分の身近な事象

に関連付けて課題を考える 

８月 昆虫採集 

調べたこと，分からな

いことを掲示板で発

表，質問する。 

昆虫相談をする。 d3-020．身近なことがらから

課題を見つけ，課題解決の

ための情報を収集する 

３１日打ち合わせ   ９月に行なわれる交流学習

に向けての打ち合わせ。 

どのように交流を進めるか，

どのようなねらいを定めるか

を決める。 

  

船城小の子どもたち

は，夏休みに見つけた

昆虫について，分から

なかったことや，疑問を

まとめ，上久下小の子

どもたちに質問するよう

にまとめる。 

昆虫採集をして疑問に思っ

たことまとめさせ，上久下小

の子どもたちに調べてもらう

質問を３つ作るよう指導す

る。 

c2-020．得た情報から新た

な課題を見つける 

e2-060．集めた情報の共通

点や相違点を話し合い分類

する 

e3-040．伝えたいことを，

電子情報としてまとめる 

まとめた質問を掲示板

に書き込む。 

質問を掲示板に書くように指

導する。 

e3-040．伝えたいことを，電

子情報としてまとめる 

9 月 2 日 掲示板での

交流 

上久下小の子どもたち

は，掲示板の返事を書

く。 

掲示板に交流学習の時に

答えるので待っててねという

ような返事を書くように指

導。 

f3-020.情報をネットワー

ク上に発信する 

２日

～９日

調べ学習 上久下小の子どもたち

は，３つのグループに

分かれ，それぞれの質

問について調べ活動

を行なう。 

交流学習に発表できるような

資料を作れるように指導す

る。 

d2-060.相手に伝えるため

に，主体的に質問を聞き，

調べる 
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質問について，いろん

なメディアを用いて調

べ，発表できるようにま

とめる。 

１つの資料にこだわらず，い

ろんなものを使い調べるよう

に促す。 

e2-040.相手に伝えるため

に，資料を作成する 

e3-050.集めた情報を活用し

やすいように整理する 

e2-020.話し合って意見をま

とめる 

e2-030.相手に伝えたいこと

を，情報を整理して文章にま

とめる 

  

集めた情報を発表する

ための絵や模型の作

成。 

図や模型を作り，動きのある

発表出来るように指導する。 

e2-020.相手に伝えたいこと

を，絵図や資料にまとめる 

各校の挨拶をする。 スムーズに交流学習が出来

るように指導する。 

a3-070.他の人にわかりや

すい表現方法を知る 

船城小は掲示板に載せ

た質問をもう一度上久

下小に発表した。 

質問の内容をもう一度再確

認させる。 

a1-020.自分のいいたいこ

との要点を言える 

上久下小の子どもたち

は調べたことをそれぞ

れのグループごとに発

表する。その時に昆虫

の絵や模型を使った

り，会話を交えながら

発表したりと相手に分

かりやすいように工夫

をする。調べて分から

なかったことは博士に

質問した。 

グループごとにカメラの前に

立たせて，発表の指導を行

なう。 

発表していないグループに

静かに聞くように指導する。 

f3-040.順序を考えて，相手

にわかりやすく整理して発信

する 

f3-060.事実に基づいた情報

を発信する。 

a3-060.伝えたいことに応じ

て表現の仕方を工夫する 

a3-030.相手に効果 的に伝

わるように，順序を整えて表

すことができる。 

e2-020.相手に伝えるため

に，絵図や資料を見せなが

ら話す 

船城小の子どもたち

は，上久下小の発表を

聞く。 

上久下小の発表を黒板に板

書する。 

m2-050.他の人の発信した

情報の良いところを見つける 

１０日テレビ会議で

の交流学習 

上久下小の子どもたち

は，船城小の子どもた

ちに，質問があるか聞

く。 

船城小の先生は，質問があ

るかどうかもう一度子どもた

ちに聞く。 

a3-050.相手の意見を理解

して質疑応答ができる 
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博士の話を聞く。 

博士からクイズを出さ

れたので答えた。 

博士の話をしっかり聞くよう

に促す。 

・発表や博士の話を聞いて，

昆虫に興味・関心を持つ 

  

船城小の子どもたち

が，交流学習，上久下

小の発表を聞いての

感想を言う。 

たくさんの生徒が発言をし

ようとしていたので，時間を

見ながら司会の子に当てる

ように指示した。 

a3-010.集めた情報を元に

新しい情報を作り出すこと

ができる 

c3-020.自分の意見を正確

に相手に伝える 

f3-030.自分の考えをはっ

きりさせて，正確に伝える 

船城小の子どもたちは

上久下小に楽しかった

などのお礼を掲示板に

書く。 

船城小の先生は子どもたち

にお礼を掲示板に書くよう

指導する。 

10 日 以

降 

掲示板での

交流 

上久下小の子どもたち

はこれからも交流をつ

づけようねなどという

返事を書く。 

上久下小の先生は掲示板に

返事を書くように指導す

る。 

a1-010.自分の言いたいこ

とを考えながら表現する 

 

５.４ カリキュラムの分析 

 次に前述の表１のうち「情報教育目標リスト」

から取り出した活動を上久下小と船城小にまず

分けた上に，目標リストの区分やレベルで表に

整理を行なった（表２，表３）。 

 

 

表２ 船城小の実践で行なわれた活動

情報活用の実践力 

情報の表現およびコミュニケー

ション 

レベル１ レベル２ レベル３ 

a1-010.自分の言いたい

ことを考えながら表現す

る 

a2-010.要点を考えて表

すことができる 

a3-010.集めた情報を元に

新しい情報を作り出すこと

ができる 

a1-020.自分のいいたい

ことの要点を言える 

  a3-060.伝えたいことに応じ

て表現の仕方を工夫する 

表現 

    a3-070.他の人にわかりや

すい表現方法を知る 

課題解決における情報活用 レベル１ レベル２ レベル３ 

問題の発見と計画   c2-020．得た情報から新

たな課題を見つける 

c3-020.自分の意見を正確

に相手に伝える 
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  c2-030．自分の身近な

事象に関連付けて課題

を考える 

 

情報の収集   d2-030.ネットワーク上に

発信された情報を集める 

d3-020．身近なことがらから

課題を見つけ，課題解決の

ための情報を収集する 

e2-010.話し合って意見

をまとめる 

整理・分析・判断   

e2-060．集めた情報の共

通点や相違点を話し合

い分類する 

e3-040．伝えたいことを，電

子情報としてまとめる 

発信・伝達     f3-030.自分の考えをはっき

りさせて，正確に伝える 

適切な情報手段の利用 レベル１ レベル２ レベル３ 

情報手段の適切な利用 g1-010．身の回りのメデ

ィアを情報収集に使う 
  

  

情報社会に参画する態度 

情報に対する態度 レベル１ レベル２ レベル３ 

情報に対する態度   m2-050.他の人の発信し

た情報の良いところを見

つける。   

 

表３ 上久下小の実践で行なわれた活動 

情報活用の実践力 

情報の表現およびコミュニケ

ーション 

レベル１ レベル２ レベル３ 

a3-030.相手に効果 的に伝

わるように，順序を整えて表

すことができる。 

a3-050.相手の意見を理解

して質疑応答ができる 

表現 a1-010.自分の言いたい

ことを考えながら表現す

る 

a2-010.要点を考えて表

すことができる 

a3-060.伝えたいことに応じ

て表現の仕方を工夫する 

課題解決における情報活用 レベル１ レベル２ レベル３ 

問題の発見と計画   c2-030．自分の身近な

事象に関連付けて課題

を考える 
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d2-030.ネットワーク上に

発信された情報を集める 

情報の収集   

d2-060.相手に伝える

ために，主体的に質問

を聞き，調べる 

d3-020．身近なことがらから

課題を見つけ，課題解決の

ための情報を収集する 

e2-010.話し合って意見

をまとめる 

e2-020.相手に伝えたい

ことを，絵図や資料にまと

める 

e2-030.相手に伝えたい

ことを，情報を整理して

文章にまとめる 

整理・分析・判断   

e2-040.相手に伝えるた

めに，資料を作成する 

e3-050.集めた情報を活用し

やすいように整理する 

f3-020.情報をネットワー

ク上に発信する 

発信・伝達     

f3-060.事実に基づいた情報

を発信する。 

適切な情報手段の利用 レベル１ レベル２ レベル３ 

情報手段の適切な利用 g1-010．身の回りのメデ

ィアを情報収集に使う   

  

 

 

５.５ 分析の考察 

 

（１）船城小の分析の考察 

レベル別に分けてみるとレベル２，つまり

小学校中学年レベルを中心に活動が実践され

ている。 

表２から，船城小は４年生（レベル２）段

階の活動を中心に実践できたことが読み取れ

る。 

特に「表現」や「問題の発見と計画」，「情

報の収集」，「整理・分析・判断」は，レベル

３（高学年）の活動も行なわれている。これ

は，これまでの授業の中で，充分に活動して

いることから高いレベルの活動が見られたと

思える。 

また「発信・伝達」にあたる「f2-010．ま

とめたことをみんなの前で話す」の活動が本

実践の前に活動していることが望ましいと思

われる。 

 

（２）上久下小の分析の考察 

レベル別に分けてみるとレベル２，つまり

小学校中学年レベルの中心にねらいを対応付

けた。上久下小は５年生でレベル３のねらい

を主に対応付けするべきだが，実践相手が 4

年生ということもあり，船城小より多めにレ

ベル３を取り入れ，ねらいの数も船城小より



 14

多く対応付けすることができた。 

船城小同様，表現のレベル１は復習をかね

てねらいに定めた。これはどんな教科でも必

要なことなので，これらで普段の授業の成果

を見ることが多少出来るだろう。レベル３で

は見たことや読んだことを整理して話すや，

情報には送り手と受け手があることに気づく

などの前のレベル２の部分が学習できてるこ

とが必要である。 

上久下小は質問を調べて発表する側だった

ので，「整理・分析・判断」，「発信・伝達」の

区分がおもなねらいになった。 

「ネットワーク上に発信された情報を集め

る」や，「情報をネットワーク上に発信する」，

「事実に基づいた情報を発信する」というね

らいは，事前に「個人情報の大切さを知る」，

「ネットワーク利用のルールやマナー」，「自

分の発信した情報に責任を持つ」などの情報

モラルに関するねらいを学習しておくとより

効果的である。 

 

（３）昆虫しらべシステムの評価 

 本実践で行なわれた子どもたちの活動のう

ち，「g1-010.身の回りのメディアを情報収集

に使う」や「a1-010.自分の言いたいことを考

えながら表現する」，「a1-020.自分のいいたい

事の要点を言える」などは昆虫しらべシステ

ム内の掲示板を利用して行なわれている。 

 このことから本実践では，掲示板などによ

って他校と情報交換ができるコミュニケーシ

ョンメディアが機能出来，授業の話題提供と

しても活躍できたと思われる。 

 

６. まとめ 

実践された学習内容を元に，子どもたちの

活動・それを支えてくれた先生の活動を抜き

出し，子どもたちの活動を元に，情報教育の

目標リストから対応付けすることが出来た。

さらにテレビ会議での交流を行なった上久下

小と船城小の２校それぞれを，区分別・レベ

ル別に表し，それに対し，事前に必要な情報

教育に関する力を分析することができた。 

分析した結果，次にこのような授業を展開

しようとしている方に，どのように授業を実

践すれば，子どもたちにどんな体験が出来る

のかが分かるように分析できたと思う。 

今回の実践では，異学年での交流だったの

で２校それぞれで各校らしい授業展開を行な

えたと思う。今回分析したものを活用し実践

が行なわれた時に，それぞれの学校の特長を

捕らえ，子どもたちの力を大いに伸ばすこと

の出来る授業が行なわれるようにできるとい

いと思う。 

 

 

７. 今後の課題 

 今回の交流学習は理科の授業として実践し

た。これらをみて行なった分析を元に，総合

的な学習の時間における情報教育の授業とし

て実践を行い，カリキュラムとして使えるか

を検証する必要がある。 
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